
令和６年９月６日 

 

令和６年度トップアスリート（オリンピアン・パラリンピアン）派遣事業計画書 

 

                                    学校名：八頭高等学校 

１ ねらい 

 本校での勤務経験、大学生の指導者としての立場、自身の世界の舞台での経験などを踏まえた、選手

としての信念、指導者・教育者としての信念について聞いたり感じたりすることを通して、何事も高い

目標と信念を持って継続することの大切さを再確認させ、日々の生活の中で地道に努力し、自身の目標

達成に寄与させる。 

また、オリンピック精神が求めるスポーツの意義を理解し、単に競技力を求めるだけではなく、文化

や教育と一体化させて普遍的・倫理的諸原理の尊重へとつなげ、スポーツを自身の今後の人生に活かし

ていくことを目的とする。 

 

２ 日 時   令和６年１０月２２日（火）午後４時から令和６年１０月２３日（水）午後１時３０分まで 

 

３ 講 師    鹿屋体育大学 教授 竹中 健太郎 氏 

 

４ 対 象  全校生徒（７０３名）、教職員（６０名） 

 

５ 日 程 

時  間 内   容 対象生徒 場 所 

10/22(火) 

16:00～17:30 

本校剣道部生徒への特別指導 

日本伝統の剣道が目指す理念と世界から見た剣道に

ついての講義と実技指導 

剣道部 

１～３年 

本 校 

柔剣道場 

10/23(水) 

 8:50～10:30 

八頭高創立記念講演会 

剣道の精神を通して、スポーツが人格形成に大きく寄

与しており、青少年の成長には有益であること、人と

人とのつながりを深め、ひいては平和な世界をつくる

ことへとつながることについての講演 

全学年 
本 校 

北体育館 

10/23(木) 

11:25～12:10 

本校体育類型生徒への特別講義 

八頭高生に期待するアスリートとしての姿やスポー

ツを通して人生を豊かにするための方策や取組につ

いての講義と意見交換 

体育類型 

２・３年 

本 校 

視聴覚室 

10/23(木) 

12:10～13:30 

本校体育科教員との懇談会 

競技力の向上とともに、生涯に渡ってスポーツに関わ

り続ける生徒を育てるための方策や取組についての

意見交換 

 
本 校 

応接室 

 

６ 担当者  教頭 田中 典之 

 

７ その他 

 



＜様式２＞ 
令和６年度鳥取県トップアスリート（オリンピアン・パラリンピアン）派遣事業 

事業実施報告書 
 

学 校 名 鳥取県立八頭高等学校 

記載責任者 田 中  典 之 

事業結果概要 

 

【剣道部生徒への特別指導】 

日頃、本校で行っている稽古内容の中で気づかれた点を指導していた

だき、生徒だけでなく指導者も多くのことを学んだ。 

また、「環境で実力は決まらない」「自分自身の意識が勝敗を分ける」

ということを伝えられ、本校での指導経験も踏まえて、競技人口が少ない

鳥取県においても全国で勝ち上がる可能性は十分にあるという激励をし

ていただいた。 

【創立記念講演】 

 本校での勤務経験があり、現在の体育類型の前身である体育コースの

立ち上げにも関わるなど、当時の八頭高生の状況を詳しく理解されてお

り、また本校在職期間中に世界剣道選手権大会で準優勝、現在では全日本

チームの監督をされている方からの講演ということで、身近でありなが

らも世界のトップ選手・指導者からの話であり、生徒は真剣に自分事とし

て聞くことができた。 

 部活動に取り組む高校生への期待として、「文武不岐」という言葉を用

いて、勉強をして理論を極めないとその道を極めることができないこと、

世界のトップアスリートは競技力だけではなく日常の生活からきちんと

していることなど、日々の学校生活や社会生活の中で大切にすべきこと

や取り組むべきことを具体的に話していただき、今後の生徒の変容に期

待ができる。 

 また、成長する学生と伸び悩む学生との違いとして、成長する学生は逆

算型の思考をしていることを紹介され、自分の目標達成のためには具体

的にどのような取組が必要なのかを逆算して考え、一つ一つこなしてい

ることを教えていただき、これは部活動のみならず、学習をはじめあらゆ

る場面で活かすことのできる取組であることを教えていただいた。 

 今回の講演をきっかけに、部活動のみならず学習をはじめとする学校

生活全般において現在の自分を見つめ直し、大きく変容し、充実した学校

生活になることを期待している。 

【体育類型生徒への特別講義】 

体育大学で実際に行われている体系的な学問について講義していただ

き、生徒の多くが体育系大学への進学を考えている体育類型生にとって、

自身の将来像を具体的にイメージできる有意義な時間となった。 

また、アスリートとしての心構えや生活と競技の相関性について、卒業

生の実例を交えながらお話ししていただき、部活動にも全力で取り組ん

でいる生徒たちはメモを取りながら真剣な眼差しで聞いていた。 

【体育科教員との懇談】 

本校での剣道部の指導、大学での指導及び全日本チームでの指導の経

験をとおして、高校での部活動指導はどうあるべきかについて、ざっくば

らんに話をしながら、高次元の視点から様々な助言をいただいた。 
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【体育類型生徒への特別講義】 

   


